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Kumamoto　 earthquake,occurred　 on　April　 14th　 and　 16th,2016,and　 successive　 after　quake　 caused　 huge　 damage

to　the　Kumamoto　 citizen.Many　 schools　 in　the　Kumamoto　 city　could　 not　run　their　works　 and　 the　students　 could　 not

study　 at　their　schools　 during　 the　first　month　 after　the　quake.The　 purpose　 of　this　study　 is　to　estimate　 the　physical

fitness　level　for　the　elementary　 and　junior　 high　 school　 students　 in　Mashiki　 town.

Significant　 decrease　 in　the　endurance　 running　 capacity　 was　 observed　 for　the　junior　 high　 school　 students,and

reduction　 of　the　fitness　 level　for　many　 factors,such　 as　instantaneous　 force,agility,muscle　 strength,and　 endurance

running　 capacity,was　 observed　 for　the　elementary　 school　 students.

These　 results　 seem　 to　be　caused　 by　the　decreased　 activity　 levels　 of　the　students　 during　 the　first　month　 after　the

earthquake,and　 therefore,make　 clear　that　daily　and　 sport　activities　at　the　school　 are　very　important　 to　the　fitness　level

for　the　elementary　 and　junior　 high　 school　 students.
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1.は じ め に

平成28年4月14日 および16日,熊 本県熊本地方

を震央とする震度7の 地震が発生し,以 後4,000回 を

上回る余震により,熊 本市中心部および近隣の市町村

では甚大な人的 ・物的被害が生じた.避 難所となった

公立学校は130校 を越え,400校 近い公立 ・私立学校

が休校や短縮授業を余儀なくされた.特 に被害が大き

かった益城地区の児童 ・生徒は,5月9日 の学校再開

までの約1ヶ 月間は車申泊や避難所,親 戚 ・友人宅,

自宅庭先等で生活し,体 を動かす機会の減少と食生活

の乱れや栄養の偏 りが顕著であった.平 成23年 の東

北大震災でもみられたように,熊 本県でもこのような

食生活を含む生活スタイル全般の非日常化は,児 童 ・

生徒の心身に大 きな影響を及ぼすのみならず,体 重増

加や著しい運動能力の低下につながることは容易に推

察される,2016年 度全国体力テス トの体力合計点で

は,対 象となる熊本の小学5年 生と中学2年 生男女い

ずれも前年度の値を下回っていた1).

「体力テスト8項 目の中で特に影響の大きい項 目は

何か」,「小 ・中学生で体力低下に対する項目の違いが

あるかどうか」,「特に震災の影響の大きかった熊本県

益城地区の生徒 ・児童の体力低下の傾向はどのような

ものか」などを調査することにより,学 校生活におけ

る徒歩登校や休み時間等の遊び,体 つくりや運動 ・ス

ポーツの重要性が再確認できるのではないかと思われ

る,

そこで本研究は,熊 本震災により特に影響が顕著で

あった益城地区の小学校 ・中学校の児童 ・生徒を対象

に,熊 本震災による生活スタイルおよび体格 ・運動能

力への影響を検討することを目的とした.

2.方 法

D対 象:熊 本県益城地区の小学校5校(益 城中央小,

零福岡県立筑前高校
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